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ば、時代に即応することと同時に、基本的な部

分を守り、長期的な視野をも大切にしなくては

ならない。

来年はいよいよ国立大学も法人化元年を迎え

ることになる。大学自体も様々な変化を余儀な

くされている今日ではあるが、大学附属図書館

としての役割の内、何時の時代においても変わ

ることなく守り続けられていることは、それは

学生達が自ら学び研究するための、勉学と思考

の場としての環境である。講義という教育の場

に対し、学生の自主性を育み、各自の自由意志

において真摯に知識を深める場は、まさに大学

という機関の一つのシンボルであると思う。

京都大学においても教養部が存在しなくなっ

た今日では、入学の時点から利用する学習図書

館としての役割も担い、また一方では大学院生、

研究員、教官の研究の場としての研究図書館と

して、ベースになる基本図書の設置と、さらに
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専門的研究機能も保持し、近年盛んになってき

た、従来の学問の領域を越える、横断的、学際

的研究支援にも対応できることを目指してい

る。

様々な新しい学問分野の確立に伴って、複数

の学部にまたがる研究領域が広がり、それぞれ

の学部が不自由なく研究書を利用できる環境も

大切になってくる。こうした、時代的な学術分

野の変化の中で、各部局の専門書を主体とする

図書室と連携し、それぞれの部局の独立性、独

自性を守りながら、部局間、学問分野間の交流

の促進と発展を支えることを目的として、京大

附属図書館はあくまでも大学という総合組織の

中で「各部局が共有できる独立した機関」とし

て機能し続けることをより明確化していきた

い。

今後益々のご協力をお願いする次第である。

（ささき　じょうへい）
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平成15年度企画展「和算」

医学部５回生　　中　坊　周一郎
平成15年度附属図書館公開企画展（展示会改

め）は、「和算について（仮）」で準備を進めて

いる。既に、この企画展でご指導と助言をいた

だきます京都大学理学研究科・理学部上野健爾

教授から、「和算とは」と題して企画展ワーキ

ング・メンバーに教授していただいた。

附属図書館は、昭和27年に佐藤則義氏から、

和算関係の蔵書の寄贈を受けた。寄贈を受けた

直後の同６月に、２代目附属図書館内にあった

陳列室で企画展が開催されている。この時、佐

藤家からの寄贈書と附属図書館所蔵本50点余り

を展示、講演室で理学部数学教室小堀憲先生が

「和算について」を、人文科学研究所藪内先生

が「中国数学の和算に及ぼせる影響」を講演さ

れたとの記録がある。（『京都大学附属図書館60

年史』）

今回は、百万遍にある「思文閣美術館」を会

場に、今秋１ヶ月間開催する。江戸時代のミリ

オンセラーであった『塵劫記』（じんこうき）

は、日本人の数処理能力の向上に大きく貢献し

たとされている。明治時代になって、学校で教

える数学は西洋数学となったが、西洋数学の受

容がスムーズに進んだのは、『塵劫記』で培わ

れた数処理能力の結果とみられている。なお、

『塵劫記』の著者・吉田光由（1598～1672）は、

京都に縁が深い角倉一族であったし、佐藤家寄

贈の資料には、和算から洋算への移行がはっき

りわかる資料もある。

「数学は苦手」という人が多いが、上野教授

をはじめ企画展ワーキング・メンバーは、「わ

かりやすく」を念頭に準備を進めている。


